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午後 ２時００分 開会 

 

○髙部教育長  ただいまから平成２８年第１回教育委員会定例会を開会いたします。 

 本日の会議録の署名委員は、角田委員にお願いいたします。 

 それでは議事日程に従いまして、議事を進めてまいります。 

    ──────────────────────────────── 

 日程第１ 議案第１号 平成２８年度一般会計予算見積書について 

○髙部教育長  日程第１ 議案第１号を議題とします。 

（ 書記朗読 ） 

○髙部教育長  提案理由の説明をお願いします。 

○山口教育部長  それでは、平成２８年度一般会計予算見積書についてご説明をさせて

いただきます。お手元の資料、平成２８年度一般会計予算見積書、こちらの１ページをご

らんいただきたいと思います。 

 予算見積総括表でございます。表の左側、歳入でございますけれども、本年度は２億１,

７００万円余でございます。国庫補助事業では、学校体育館耐震補強工事の完了に伴う減、

都補助金では、中学校特別教室等の空調設備整備に伴う増等、歳入全体でプラスマイナス

いたしますと、対前年比で２,９００万円余、約１５.５％の増となっているところでござ

います。 

 次の右の表、歳出でございます。今年度４１億３,５００万円余でございまして、対前年

比３億６,０００万円余、約９.６％の増となっているところでございます。 

 ２ページをごらんいただきたいと思います。歳出予算見積経費内訳表、予算の内訳でご

ざいますけれども、まず一番上、教育総務費は、さらなる事業の見直し、効率化を図る中

で、全体としてほぼ例年どおりの事業内容となってございます。 

 その下、小学校費でございますけれども、学校体育館の耐震補強工事の完了による減の

一方で、高山小学校時限付き新校舎整備に係る事業費等を見込んでございまして、対前年

比３億３,３００万円余、約２２.４％の増となっているところでございます。 

 次の中学校費でございますけれども、小学校費と同様に、学校体育館耐震補強工事の完

了による減の一方で、第一中学校給水管改修工事費等によります増を見込んでおりまして、

５,８００万円余、約７.３％の増となってございます。 

 社会教育費でございますけれども、大沢二丁目古民家（仮称）整備事業等によります増

を見込む一方で、図書館システム導入の完了等による減によりまして９００万円余、約１.

８％の減となってございます。 

 保健体育費につきましては、市役所敷地内に整備を予定してございます和洋弓場の整備

に向けた設計費等を見込む一方で、中原スポーツ児童遊園整備の完了等に伴う減によりま

して１,２００万円余、約５.３％の減となっているところでございます。 

 説明は以上でございます。 

○髙部教育長  以上で提案理由の説明は終わりました。委員の皆様の質疑をお願いいた

します。いかがでしょうか。事項別の経費列挙ですので、ちょっと事業内容と事業項目が
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つかみにくい部分があろうかと思いますけれども、先ほど協議会で質問した高山小学校の

給食室の改修にかかる経費というのは、この事項別でいえば、どこの部分に該当するので

しょうか。 

○髙松総務課長  工事については、７ページの２項小学校費の１目学校管理費の施設改

修事業費になります。 

○髙部教育長  わかりました。学校衛生費ではなくて学校管理費なんですね。 

○髙松総務課長  そうです。 

○髙部教育長  わかりました。ほかにいかがでしょうか。先ほどの債務負担行為という

のは、一番最後の１２ページのところに一覧で示しておりまして、こんなふうに期間が将

来的にまたがって複数年になっています。 

○角田委員  いいですか。その債務負担行為の期間で、例えば平成２９年度しか書いて

いないのは、２８年度、２９年度という２年間だからですか。 

○髙部教育長  はい、総務課長。 

○髙松総務課長  上から２段目にございます学校機械警備業務委託料については、２９

年４月からの警備業務等委託について契約をするために、２８年度中に契約をするための

予算ということでご理解をいただければと思います。 

○角田委員  わかりました。 

○髙部教育長  これは単年度の事業ですが、２９年度の当初予算で組むとすると、もう

１年後の２９年の３月議会で確定することになります。しかし、そうなると準備行為とし

て入札手続きをとったりということが間に合わなくて、２８年度中から取りかからなくて

はいけないということで、対象は２９年度だけれども、２８年度予算の債務負担行為で組

んでいく必要があります。つまり、単年度事業であっても、前倒しの部分については債務

負担という考えです。 

 よろしいでしょうか。ほかに。はい、どうぞ、池田委員。 

○池田委員  ６ページの下から４段目の１９番目、小学校外国語活動アドバイザー活用

事業費というのが前年度８０万からゼロになっている。そもそもこのアドバイザーという

のは、どういうお立場の方で、これが減っているというのは何か理由があるのでしょうか。 

○宮崎指導課長  これは都の事業を活用したという形ですけれども、英語の堪能な人物

を小学校外国語活動アドバイザーとして小学校に派遣して、具体的には、授業を見て、そ

れについて指導、助言するといったことをやっています。今年度は１５校に対して、第５

学年、第６学年の担任の授業を全部見て、そして指導していく。これは以前から、三鷹市

の教員として外国語活動に堪能であった教員を１名充てて基本的にはやっているというこ

とでございます。予算は１年ということで、今年度で成果があったということで終了とい

う形になっております。 

○池田委員  学校訪問するときにお見かけするネーティブの方ではないわけですか。 

○宮崎指導課長  ＡＬＴの方ではないです。あれは授業に入っていますけれども、この

事業では授業の指導についてのアドバイスをするということになります。子どもに直接指

導するということではなくて、教員に対する研修といいますか、指導をするということで
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す。 

○髙部教育長  次期の学習指導要領では、小学校段階で５年生から英語も必修化される

だろう、教科化されるだろうということで、中学校の英語教諭は専科ですけれども、小学

校は担任が指導しなければいけない。やはり先生方のレベルアップが必要だろうというこ

とで、東京都がこうやって委託事業で行ったんですけれども、確かに基礎自治体からすれ

ば、学習指導要領を改訂して本格実施するまで継続して経費を計上していただきたいなと

いう気はいたしますけれども、成果が上がって、指導方法だとか教材も含めて一定程度行

き渡りましたので、この事業は終わったということだと思います。またおそらく次の段階、

学習指導要領が実際に改訂されて実施年度の平成３２年度になるまでには、東京都は先行

実施と言っていますから、もうちょっと前になると思いますけれども、次の対策を期待し

たいところであります。 

○宮崎指導課長  よろしいですか。 

○髙部教育長  はい、どうぞ、指導課長。 

○宮崎指導課長  今おっしゃっていましたように、新しい学習指導要領では、小学校の

第３学年から必修という形を今予定しているところです。それを受けて、東京都でも積極

的には取り組んでいます。例えば、小学校の教員の中から中学校の英語の免許も取るよう

な補助をするとか、それはもちろん限られますけれども、その予算化なども今考えている

ところですから、具体的にそういう策は幾つか出てきて、これを活用しながら三鷹市とし

てもやっていきたいと思っています。 

○髙部教育長  今のところ国の検討状況は、英語活動は３年生からで、教科としての英

語は５年生からという整理ですね。 

 三鷹は、実質、今は１年生から活動しているということですので、制度化されれば、も

うちょっとレベルアップというか、強化していかなければいけないという状況ですね。 

○池田委員  ＡＬＴの方というのは、今後も続いていくということでいいですか。 

○宮崎指導課長  三鷹は非常に手厚く随分前から市の予算を使ってやっているところで

すけれども、今の段階では、それは継続していく予定になっています。 

○髙部教育長  これは悩ましいところなんですけれども、ＡＬＴは、先ほど言ったよう

に、三鷹市が独自の活動として小学校１年生から英語活動をするためにネーティブをとい

うことで、必要な時間数を配置しており、トータルしますと年間５,０００万ぐらいかかっ

ています。一方では、国に制度化の動きがあって、本来はアシスタントですから、教員が

しっかり指導しなければいけないということなので、ＡＬＴも時間数そのまま１００％つ

けていくかどうかというのは、充実との見合いで段階的に検証していく必要があります。 

 ほかにいかがでしょうか。どうぞ、角田委員。 

○角田委員  ４ページの３の委託金、５目の３のオリンピック・パラリンピック教育推

進校事業委託金なんですけれども、教えていただきたいのですが、オリンピック・パラリ

ンピック教育を推進しようということで始めて、これが別の形で事業になったのでゼロに

なったのでしょうか。この辺の経緯を教えてください。 

○髙部教育長  はい、指導課長。 
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○宮崎指導課長  東京都としては、平成２８年度から全校がオリンピック・パラリンピ

ック教育の推進をしていくんだということで、一旦、ここの名称での事業はなくなります。

ただ、東京都でもそれなりの手当については検討しているところであると聞いていますの

で、それがまた出てきた段階で考えてまいりたいと思います。 

○髙部教育長  ただ、それも非常に残念な話なんですけれども、東京都はオリンピック・

パラリンピックに向けて相当いろいろな、観光も含めて、産業も含めて、インフラ整備も

含めて強力に取りかかるということで、知事の年頭挨拶にも、まず、オリンピック・パラ

リンピックなんですが、全校展開と力を入れていくという中で、東京都も今、当初予算、

知事査定が始まる今の段階で、全くメニュー、プログラムが示されないというのはいかが

なものかなと思います。これもまた補正予算ということになれば、予算がついて、三鷹市

でまた６月で上程し、可決されても、それから事業を組んでスタートするというのは、実

質１学期は使えない、半年遅れになってしまうわけですね。しかし、今の段階では、特別、

継続するような新しいメニューはついていないということです。 

 ほかにいかがでしょうか。はい、須藤委員。 

○須藤委員  ５ページの歳入のところですが、一番上の財産収入のところの電力売払収

入、これは電力を売っているということですか。売電をしているということなんでしょう

か。 

○髙部教育長  はい、学務課長。 

○桑名学務課長  学校で太陽光発電を導入している第三小学校と東台小学校の売電の収

入になります。 

○須藤委員  ということは、新たに今回太陽光発電を設置すると先ほどお話がありまし

たけれども、あれも電力を売るわけでしょうか。 

○髙部教育長  南浦小と三中のケースでは、そういう余剰電力というのはどうなります

か。はい、総務課長。 

○髙松総務課長  今計画をしております太陽光発電設備の整備については、あわせて蓄

電池を置くということとしておりまして、非常時、災害時に避難所として運営されるとき

にもしっかり活用できるようなことも考えておりまして、特に売電については予定をして

おりません。 

○髙部教育長  今の三小と東台小は特に蓄電池がないので、賄う以上の分で発電できた

場合については即売電していくという仕組みで、ここは入ってくるということなんですね。 

○髙松総務課長  そのとおりです。 

○髙部教育長  よろしいでしょうか。 

○須藤委員  はい、わかりました。 

○髙部教育長  ほかにいかがでしょうか。 

 ほかにご質問、ご意見等がなければ、採決をいたします。 

 議案第１号 平成２８年度一般会計予算見積書については、原案のとおり可決すること

にご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 
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○髙部教育長  異議なしと認めます。本件は原案のとおり可決されました。 

    ──────────────────────────────── 

 日程第２ 議案第２号 職員の退職に係る臨時代理の承認について 

○髙部教育長  日程第２ 議案第２号を議題といたします。 

（ 書記朗読 ） 

○髙部教育長  提案理由の説明をお願いいたします。 

○髙松総務課長  議案第２号 職員の退職に係る臨時代理の承認についてご説明をいた

します。３ページをごらんください。こちらは、職員人事のうち、課長補佐職以上、いわ

ゆる管理職の職員の人事発令につきましては、通常、教育委員会の議案として付議をさせ

ていただいているところでございますけれども、今回、職員の退職につきまして、会議を

招集する時間的余裕がなかったことから、教育長の臨時代理により決裁を行いましたので、

ここでご報告をさせていただきまして、ご承認をいただくという議案となっております。 

 ５ページをお開きいただきますと、議案の参考法令としまして、教育長の臨時代理に係

る規定を掲載しておりますので、ご参照いただければと思います。 

 内容ですけれども、４ページをごらんください。三鷹市教育委員会副参事 大塚穂高さ

ん、図書館長補佐で三鷹市立南部図書館分館長の事務取扱をしておりました職員でござい

ますけれども、この方から一身上の都合により退職願が提出をされましたので、平成２７

年１２月３１日付けで辞職を承認したというものでございます。 

 なお、南部図書館分館長につきましては、１月１日付けで係長職の職員を配置している

ところでございます。 

 提案理由の説明は以上でございます。 

○髙部教育長  以上で提案理由の説明は終わりました。委員の皆様の質疑をお願いいた

します。よろしいでしょうか。 

 ご質問、ご意見等がなければ、採決をいたします。 

 議案第２号 職員の退職に係る臨時代理の承認については、原案のとおり可決すること

にご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○髙部教育長  異議なしと認めます。本件は原案のとおり可決されました。 

    ──────────────────────────────── 

 日程第３ 第４次三鷹市基本計画第１次改定素案に係る意見について（協議） 

○髙部教育長  日程第３ 第４次三鷹市基本計画第１次改定素案に係る意見についてを

議題といたします。 

 初めに、事務局から説明をお願いします。はい、教育部長。 

○山口教育部長  それでは、第４次三鷹市基本計画第１次改定素案に係る意見について

でございます。６ページをごらんいただきたいと思います。平成２７年１２月１８日付け

で市長から教育委員会教育長あてに第４次三鷹市基本計画第１次改定素案についての意見

聴取の依頼がございました。 

 この第４次三鷹市基本計画の改定作業のこれまでの経緯につきましては、まず、平成２
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７年９月の教育委員会の中で、骨格案の案について、改定箇所を中心にご説明をさせてい

ただきました。また、１０月から１１月にかけまして、広報特集号による市民アンケート

の調査によって幅広く市民の皆様から計画についてのご意見をいただいてきたところでご

ざいます。１１月１６日には総合教育会議が開催されましたので、教育大綱策定に向けた

協議の中で、計画の、特に６部、第７部を中心に教育委員の皆様からご意見、ご指摘をい

ただいてまいりました。それぞれの場でいただきましたご意見、ご指摘を反映いたしまし

て、第４次基本計画第１次改定素案の案として、昨年１２月の教育委員会で修正点を中心

にご説明をさせていただきました。 

 今回の素案につきましては、市において、これまでの経過を踏まえた調整を加えた上、

素案の案の案をとるとともに、議会へ報告の後、昨年、大変、年が押し迫ってからになっ

てしまいましたけれども、委員の皆様に資料としてお送りをさせていただいたところでご

ざいます。今回の回答期限は平成２８年１月２９日となってございますけれども、本日、

教育委員の皆様から、これまでいただきましたご意見、ご指摘に加えまして、新たにご意

見等をいただいた場合には、本文の修正についてメール等で確認させていただきながら、

修正箇所の内容について市長部局に回答をさせていただきたいと思っております。 

 また、改めてのご意見、ご指摘がなければ、その旨の回答をさせていただきたいと考え

てございますので、よろしくお願いをいたします。 

 今後でございますけれども、今月の１２日から２月１日までの期間でパブリックコメン

トを実施いたしまして、その反映等を経て、３月に最終的に計画を確定する予定でござい

ます。 

 以上でございます。 

○髙部教育長  以上で事務局からの説明は終わりました。委員の皆様の質疑、ご意見を

お願いいたします。角田委員。 

○角田委員  今後なんですけれども、２月１日までにパブコメを受けて、ある程度変更

や意見が出たものに関して、教育委員会に関係するところはフィードバックされるという

ことは予定されているのでしょうか。 

○髙部教育長  はい、教育部長。 

○山口教育部長  最終的に第６部、第７部について市民の方からご意見があって、それ

を計画の中に具体的に反映をさせるという部分があるとすれば、それについてはまた改め

てご報告をさせていただきます。 

○髙部教育長  ほかにいかがでしょうか。 

 私から１点。これまでも教育委員会でも何回か協議をしながら意見を反映しながらまと

めてきたところですけれども、２５５ページのところ、推進事業の４段落目の川上郷自然

の村の利用拡大と効率的な運営ということで、これまで抜本的なあり方の検討ということ

で市長部局等も含めたプロジェクトチームで多角的な検討を含めて検討してきた経過があ

ると思います。この第４次計の素案の中では、結論として、引き続き校外学習施設、市民

保養施設として活用を図る。その中で効率的な経営改善を図っていくというまとめになっ

ていますが、今までに、このことの報告なり議論は、確認的に行われた経過がありました
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か。 

○山口教育部長  Ａ３の資料でご説明はさせていただきました。 

○髙部教育長  この方向は、もう確認されているということでよろしいですね。 

○山口教育部長  そのように考えております。 

○髙部教育長  わかりました。今回、最終的に追加させていただいたのは、２４７ペー

ジの中段あたりになりますけれども、三鷹らしい教育の実現をめざす教員の人財育成とい

うところで、これまでも学校人財育成方針に基づいて、三鷹市として必要なキャリアを養

成していくということを記述しておりましたけれども、後半の部分で、教育公務員として

のコンプライアンスの意識啓発を行い服務規律の徹底を図りますということを、今までも

実施計画、事業計画の中では入っていましたけれども、基本計画まで上げまして、この中

で市全体としてそれを計画として掲げて確認をしていくということにいたしましたので、

ご了解をいただければと思います。 

 ほかにいかがでしょうか。よろしいでしょうか。 

 それでは、ご質疑、ご意見等がほかになければ、確認をいたします。 

 第４次三鷹市基本計画第１次改定素案に係る意見についてをご審議いただきましたけれ

ども、特に異議はない旨回答することでご了解いただけますでしょうか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○髙部教育長  ありがとうございます。それでは、本件については、委員の皆様のご了

解をいただいたものといたします。 

    ──────────────────────────────── 

 日程第４ 教育長報告 

○髙部教育長  引き続き日程第４ 教育長報告に入ります。 

 各課報告をお願いします。総務課。 

○髙松総務課長  資料の８ページ、９ページになります。８ページの実績と報告につき

ましては、記載のとおりでございます。 

 ９ページの予定等報告ですけれども、１月１２日、１３日に文部科学省主催の市町村教

育委員研究協議会が開催をされる予定でございます。 

 また、１月２０日ですけれども、本年度最後の教育委員会学校訪問を第六小学校で実施

をいたしますので、よろしくお願いいたします。 

 その他につきましては、記載のとおりでございます。 

 続きまして、１０ページ、１１ページ、こちらが教育センターと施設係関係の実績の予

定等報告になります。主な設計委託、また工事関係につきまして記載のとおりでございま

して、現在、順調に進捗をしているところでございます。 

 総務課からは以上です。 

○髙部教育長  学務課、お願いします。 

○桑名学務課長  学務課です。１２ページ、１３ページをごらんください。１２ページ、

実績でございますけれども、１２月１日から３日にかけまして、学校給食の放射性物質検

査を実施しました。児童・生徒に提供した給食一食丸ごとを検査機関である一般財団法人
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日本食品分析センターに委託をして検査をいたしまして、１学期には２２校中１３校実施

しましたが、残り９校について検査を実施しております。いずれも放射性物質は検出され

ませんでした。 

 なお、結果につきましては、ホームページで公表をしております。 

 次に、本日、席上に協定書の写しをお配りさせていただきましたが、２１日に学校給食

における市内産野菜活用のさらなる推進に向けて、三鷹市、三鷹市教育委員会、東京むさ

し農業協同組合三鷹支店の３者によりまして、協定の締結式が行われました。当日は市長、

教育長、農協三鷹支店の小林三鷹地区統括支店長のほか、三鷹地区青壮年部長である須藤

委員、青壮年部学校給食部会長、野菜生産組合長、こちらに出席をしていただきまして、

使用率向上の具体的な方策の検討を行うということを確認したところでございます。 

 １３ページの予定ですが、１月１３日には、学校給食における市内産野菜活用推進連絡

協議会を開催する予定でございます。今後、協議会の中で使用率向上に向けた協議を進め

てまいります。 

 そのほかは記載のとおりでございます。 

 学務課からは以上でございます。 

○髙部教育長  それでは、指導課、お願いします。 

○宮崎指導課長  指導課長です。１４ページ、１５ページをごらんください。まず、１

２月３日に文部科学省において、三鷹中央学園コミュニティ・スクール委員会が表彰をさ

れました。このことについて、後で所担当課長から資料をもとに説明をさせていただきま

す。 

 続けて、８日に教育ボランティア養成講座入門編というのがございますけれども、北野

小学校で実施をしております。こうやって現地の学校で具体的に授業を見たりしながら、

養成講座についての入門編を行いました。そのほかの養成講座においても、第二小学校や

北野小学校等で行っているものがございますので、今年度はこのあたりを強調していった

ところでございます。 

 あとは記載のとおりです。 

 右側、１５ページをごらんいただきますけれども、１月１３日から中学校の自然教室が

始まります。第七中学校がスタートとなります。 

 また、１月１５日には教育課程届出、つまり２８年度の教育課程の届出に関する説明を

教育委員会から行う説明会を実施することになっております。 

 それから、１８日月曜日ですけれども、服務事故防止研修、副校長対象となっておりま

す。この後、２５日月曜日には校長対象、そして２月１日月曜日には主幹教諭、指導教諭、

主任教諭を対象とした研修を実施いたします。昨年からの不祥事にかかわりまして一層服

務事故の防止について啓発していくということで研修を行ってまいります。 

 なお、校長及び副校長の研修に関しましては、東京都教育委員会から管理主事等を講師

に招きまして指導をしてもらうという形になっております。 

 そのほか、私から２つの資料をお配りさせていただいております。まずはＡ４の横長の

ものです。平成２７年度研究指定校等の発表会等の予定一覧ということで、それぞれ書い
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てございますけれども、若干の説明を加えさせていただきたいと思います。 

 まず、言語能力向上拠点校、第二小学校、第三中学校ですけれども、これは伝統的な言

語文化の理解や社会生活に役立つ言語の技能の育成を重視した具体的な取り組みを推進す

るために東京都教育委員会が指定しているものでございます。指定期間については１年間

となっております。 

 そして、第二小学校につきましては、国語科の授業改善を中心とした実践を行っており

まして、特に文学作品を豊かに読み取る力を育むために読む観点を子どもたちに示したり、

ペア学習、グループ学習などの学習形態を工夫するなどして言語能力の充実を図るさまざ

まな実践に取り組んでおります。 

 また、第三中学校ですけれども、各教科の指導だけではなくて、学校行事における言語

活動の充実や図書委員会が企画したビブリオバトルの実施、１年間を通して朝の１０分間

読書の取り組みなど、学校教育全体の中で幅広い実践を行ってきたところでございます。 

 続いて、教育研究奨励校、連雀学園ですけれども、教育奨励校は市の教育制度でござい

まして、指定期間を１年間としています。連雀学園は平成２５年度から学園で独自に研究

を進めておりまして、３年目にあたる今年度、研究奨励校となりました。３年間を通して

知的コミュニケーションというものをテーマにしておりまして、子どもたちがコミュニケ

ーションを通して問題解決に取り組む授業づくりについて研究を行っております。 

 続いて、第一小学校の日本の伝統・文化の良さを発信する能力・態度の育成事業でござ

います。これも東京都の事業になっておりまして、外部人材や都立高校に配置されている

外国人指導助手（ＪＥＴ）を活用して伝統・文化教育の充実を図るというものです。一小

ですけれども、以前から新川囃子の体験というものは取り組んでおりますけれども、これ

に三鷹中等教育学校に配置されている外国人指導助手（ＪＥＴ）を招いて交流を行ってい

く予定になっております。 

 続いて、ＩＣＴを活用した授業モデル研究、南浦小学校でございますけれども、これは

民間企業の協力を得まして南浦小学校で実施をしている授業研究です。次期学習指導要領

に向けて重視されているアクティブラーニングの充実のために、タブレットＰＣがどのよ

うに活用できるのかを実践を通して研究しております。２月２６日には、実際にタブレッ

トＰＣを使った授業を公開する予定になっております。 

 最後に、第七小学校で取り組んでおります我が国の伝統・文化教育の充実に係る調査研

究でございます。第七小学校の伝統・文化の調査研究ですけれども、これは文部科学省の

指定を受けた事業でございます。地域に伝統的に受け継がれている伝統行事や芸能などが

強いものがない、そういった地域でも効果的に学習を進めることのできる指導方法の開発

を取り組んでおります。七小では、昨年の秋に歌舞伎と能楽を題材とした学習を実施して

おりまして、その様子について、資料をもとに報告を行う予定となっております。 

 このＡ４の横の予定一覧については以上でございます。 

 続いてもう１枚、資料、縦長の平成２８年度三鷹市立小・中学校の儀式的行事等の日程

についてというものを置かせていただきました。来年度の入学式と卒業式の日程を記述し

てございます。三鷹では、小学校は、入学式は午後というのが大分定着してきたかなとい
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うところでございます。あとの残りの儀式的行事については、入学式、卒業式については、

中学校、それから卒業の小学校、中学校については午前という形になっております。 

 また、あわせて、始業式、終業式、修了式について、各学期について記述をしておりま

す。 

 私からは以上です。 

○髙部教育長  所教育施策担当課長。 

○所指導課教育施策担当課長  文部科学大臣表彰のご報告です。１２月３日に優れた「地

域による学校支援活動」の功績が認められ、昨年度の連雀学園に引き続きまして、今年度

は三鷹中央学園コミュニティ・スクール委員会が文部科学大臣表彰を受賞いたしました。

この表彰は、社会全体の教育力の向上のため地域が行う学校支援活動のうち、特に優れて

いる活動に対して毎年行われるものです。三鷹中央学園コミュニティ・スクール委員会は、

東日本大震災以来、地域の防災意識を高めるためコミュニティ・スクール委員会と学園の

教員による地域協働型の防災事業の実施など、学校や家庭、地域が連携して行う多様な取

り組みが高く評価され、今回の受賞となりました。 

 なお、授賞式では、全国１３６団体の代表として、三鷹中央学園コミュニティ・スクー

ル委員会の会長が文部科学大臣から直接表彰状を受けました。 

 報告は以上です。 

○髙部教育長  それでは、次、生涯学習課、お願いいたします。 

○古谷生涯学習課長  生涯学習課は１６ページ、１７ページでございます。まず、１６

ページの実績でございます。１２月は、基本的には秋の家庭教育学級の最終月ということ

で実施いたしました。 

 ２０日には、夏に養成しました文化財市民協力員の「餅つき唄」を国立天文台の星と森

と絵本の家の庭でお披露目したということで、新聞などにも掲載をしていただきました。 

 それ以外は記載のとおりです。 

 今後の予定、１７ページでございますけれども、来週の月曜日、１月１１日でございま

すけれども、成人を祝福するつどい、公会堂光のホールで実施する予定でございます。教

育委員の皆様、４名の方にお越しいただければということで、お願いしたいと考えており

ます。また、対象人数は、ことしは１,８５５人ということで、約半数の９２８人ほどがお

そらく参加されるのではないかという見込みでおります。式典の部は、１時からスタート

いたしまして、２時半までということで予定をしております。その間、ふれあいの部とい

うものを並行して３時半まで実施する予定になっております。 

 また、１７日でございます。考古学講演会「縄文ｖｓ旧石器」ということでございます

けれども、縄文時代と旧石器につきまして、文化財保護審議会の委員でございます中央大

学の小林謙一先生、早稲田大学の長崎潤一先生にお越しいただきまして、専門家のお二人

からそれぞれの特徴をお話いただくという講座をやる予定でございます。 

 また、３１日でございますけれども、エコミュージアム入門講座、第１回といたしまし

て、昨年に続いて第２弾でございますけれども、「古文書寺子屋みたか村」ということで、

箕輪家文書について読み書きをするという学習をする予定でございます。 
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 生涯学習課からは以上でございます。 

○髙部教育長  次、スポーツ振興課。 

○室谷スポーツ振興課長  お手元の資料１８ページと１９ページをごらんください。ま

ず、１８ページの実績等報告でございますけれども、一番上段の１２月３日木曜日、みた

かスポーツフェスティバルの第３回実行委員会がございまして、こちらは１０月に開催さ

れたフェスティバルのよかった点、悪かった点、来年度に向けての建設的なご意見等、貴

重なご意見をいただいたところです。 

 １つ飛んで、１３日日曜日、「東大の馬に会おう！『三鷹愛馬の日』」ということですけ

れども、こちらは東京オリンピック・パラリンピックの気運醸成補助金を活用いたしまし

て、大沢にございます東京大学の馬術部の馬場、馬術部員の指導のもと、まず前半は特別

養護老人ホームどんぐり山の食堂をお借りして、オリンピックの歴史の紹介ですとか、馬

術競技の種目の紹介、そして馬の習性などの座学を行いまして、その後、歩いて東京大学

の馬術部の馬場に行きまして、模範演技から始まって、えさやり体験、そして乗馬体験と

いうことで、約４０名の親子の参加により非常に好評を得たところでございます。 

 そのほかは記載のとおりでございます。 

 そして、１９ページの予定等報告ですけれども、下から２段目、１月２１日木曜日に、

こちらは市民駅伝大会の第３回実行委員会ということで、こちらも来年度に向けての課題

等々、反省会的な要素で開催する予定でございます。 

 そのほかは記載のとおりでございます。 

 以上です。 

○髙部教育長  総合スポーツセンター建設推進室。 

○向井総合スポーツセンター建設推進室総務担当課長  特にございません。 

○髙部教育長  それでは、次に社会教育会館、お願いします。 

○新名社会教育会館長  社会教育会館でございます。２０ページ、２１ページをごらん

ください。実績でございますが、１２月５日、６日に第４７回社会教育会館のつどいを開

催いたしました。こちらは参加団体が３５団体でございまして、実際の来館者が２日間合

わせまして５,４００人を超えるということで、昨年度を上回る盛況となったところです。 

 引き続いて、１２月１０日にこちらのつどいの企画実行委員会を行いまして、今申し上

げました実績等について確認、共有するとともに、来期開催に向けて意見交換をさせてい

ただいたというところでございます。 

 その他の実績と行事予定については、記載のとおりでございます。 

 会館は以上でございます。 

○髙部教育長  図書館、お願いします。 

○田中三鷹図書館長  図書館でございます。２２ページ、２３ページをごらんください。

まず、行事の実績等報告でございます。現在、１２月８日から４月３日までにかけて名誉

市民となられた津村節子さんに関連する展示を「作家 津村節子の世界～夫 吉村昭とと

もに」というタイトルで実施をさせていただいております。これまで津村節子様とは二度

の打ち合わせと、きのうなんですが、本館に津村節子さんがいらっしゃって、現在の展示
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をごらんいただきました。２月２日からは、津村様から写真、原稿、執筆活動に使われた

品々、また、市民に向けたメッセージを書いていただいて、展示の内容を充実させた形で

さらに展示を行っていきたいと考えております。 

 イベントですが、１２月１９日土曜日、三鷹市文庫連絡会共催事業で講演会を実施させ

ていただきました。こちらは当初定員を超えて来場者がありましたので、急遽、席を増設

して１４０人の大盛況の中で行われました。ただ、それ以上にまだ来場者があったために、

入場をお断りするような状況での実施となっております。 

 ２３ページをごらんください。行事の予定等報告でございますが、１月１４日木曜日、

三鷹市立図書館協議会で小平市立仲町図書館の視察に行ってまいります。こちらの施設は、

世界的建築家の妹島和世さんが設計した特徴的なデザインの施設となっております。また、

武蔵野美術大学と共同し施設のイメージづくりをした点の特徴点もあることから、こちら

の図書館の視察に行ってまいります。 

 以上でございます。 

○髙部教育長  以上で報告は終わりました。委員の皆様の質疑をお願いいたします。 

 スキー場の雪が不足しているようですが、自然教室は大丈夫ですか。 

○宮崎指導課長  今のところは特に問題ありません。自然教室で使用しているスキー場

は人工降雪も使っているかと思いますので、何とかなるのかなと思っています。 

○角田委員  気温さえ低ければね。あそこはほとんど降らないですね。 

○髙部教育長  正月は、全国的にスキー場は雪がないという話でしたから。 

○山口教育部長  年末川上村に伺ったときは、人工降雪を含めてもかなり厳しいような

ことはおっしゃっていましたけど、その後どうなったかということですが。 

○髙部教育長  来週あたり、寒波が来るそうですけれどもね。ほかにいかがでしょうか。 

○宮崎指導課長  申しわけありません。追加で１件報告いたします。１５ページのとこ

ろで、２つ行事がございまして、１５ページの下、１月２６日から２月５日まで中学校書

初展が教育センターで、同じく２７日から３０日まで小学校の図工展が芸術文化センター

で行われております。市内の小・中学生の作品が展示をされますので、もしよろしければ、

皆様、足を運んでいただけたらありがたいなと思っております。 

○髙部教育長  いかがでしょうか。 

○角田委員  １５ページで、服務事故防止研修をそれぞれの役職を対象に行っています

ね。内容は書いてあるのですけれども、どのくらいの時間で、どのぐらいの内容なのか簡

単に教えていただければと思います。 

○宮崎指導課長  校長、副校長につきましては１時間３０分、９０分の予定でございま

す。それから、主幹教諭、指導教諭、主任教諭は授業がありますので、午後３時半から４

時４５分、つまり１時間１５分ということで予定しております。 

○角田委員  内容はいかがですか。 

○宮崎指導課長  内容につきましては、今回、管理職につきましては、まず服務事故の

基本的な部分からアンテナを高くしてしっかりやっていかなくてはいけないということで、

校長は校長、副校長は副校長としてのそれぞれの役割があるかと思いますので、そこの部
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分での具体的な職場の環境づくりですとか、指導のあり方ですとか、そういうところにつ

いての講義を予定しています。講義だけではなくて、演習も行っていただきたいというこ

とで講師にお願いをしております。 

 それから、さらに主幹教諭、指導教諭、主任教諭ですけれども、管理職だけが声を上げ

て指導していくということでは、なかなか職場の風土というものが変わってこない部分も

あるかと思います。東京都では主幹教諭、指導教諭、主任教諭という職層を設けているわ

けですので、それぞれの職層に期待される公務員としての、本人ももちろんそうですけれ

ども、周りの教員に対する指導、助言というところが必要になってまいりますので、そこ

のところの意識啓発をしっかりやっていきたいと思っています。 

○角田委員  そういう研修的な、つまり上からやりましょうという話ももちろん重要だ

と思うのですが、現場の先生方の声とか、相互のコミュニケーションのような、そういっ

たものをきちんと拾える機会というものもあるのでしょうか。 

○宮崎指導課長  そのような形でやっていきたいと思っています。それぞれの悩みもあ

ると思いますし、いい取り組みをしている例もあるかと思いますので、そういうところに

ついて情報交換していくということです。 

○角田委員  ありがとうございます。 

○髙部教育長  ほかにいかがでしょうか。よろしいでしょうか。 

 それでは、日程第４ 教育長報告を終わります。 

 以上をもちまして、平成２８年第１回教育委員会定例会を閉会いたします。 

    ──────────────────────────────── 

午後 ２時５１分 閉会 

 


